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み ん な 　 笑 顔 で 　 あ っ た か す

６月定例会号

町民の皆さんと議会をつなぐ議会報を目指して

6/22　ハレバレパレット

P２ 第２回定例会
P３～ 一般質問(４名)
P７ 第４回・第５回臨時会/全道町村議会議員研修会/
 町内所管事務調査/議会のうごき
P８ わたしの一言/くじゃくそうクイズ

議会だより

（町花「マリーゴールド」の和名）
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補
正
予
算

契　

約

そ
の
他

意
見
書

鷹栖町議会
議会に関するお問い合わせはこちらへ

〒071-1292
北海道上川郡鷹栖町南１条３丁目
 ５番１号
 TEL 0166-87-2111
 FAX 0166-87-2196
mail:gikai@town.takasu.hokkaido.jp

条　

例

報　

告

一　　般

内　
　

訳

介護保険

総務費

民生費

農林費

消防費

教育費

ふるさと鷹栖活動推進事業ほか

介護保険特別会計繰出事業

農業振興対策事業ほか

鷹栖消防団事業

学校給食運営事業ほか

1億4399万1000円

6471万円

234万8000円

380万円

26万2000円

7287万1000円

677万5000円

48億6502万円 50億901万1000円

6億9775万円 7億452万5000円

補　正　額 補正前の額 補正後の額

　

平
成
26
年
度
の
予
算
が
次
の

よ
う
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

●
旧
農
業
倉
庫
の
外
壁
を
修
繕

し
ま
す
。

●
旧
中
央
小
学
校
の
ア
ス
ベ
ス

ト
処
理
、
耐
震
改
修
工
事
に
助

成
し
ま
す
。

●
サ
イ
モ
ン
ズ
社
か
ら
の
寄
附

金
で
保
育
園
の
児
童
図
書
を
購

入
し
ま
す
。

●
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

助
成
金
の
希
望
者
増
に
伴
い
、

７
基
分
１
４
０
万
円
を
増
額
し

ま
す
。

●
農
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
促
進
事
業

に
助
成
し
ま
す
。

●
給
食
セ
ン
タ
ー
を
増
設
し
、衛

生
面
の
安
全
性
を
確
保
し
ま
す
。

●
運
動
神
経
を
高
め
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
実
施
し

ま
す
。

 

■
平
成
25
年
度
土
地
開
発
公
社

事
業
と
収
支
決
算
・
平
成
26
年

度
事
業
計
画
と
予
算

■
自
動
車
事
故
に
よ
る
和
解
及

び
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
係
る

専
決
処
分

■
平
成
25
年
度
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書

　

平
成
25
年
度
に
予
算
措
置
し

た
一
般
会
計
の
う
ち
、
次
年
度

に
繰
り
越
し
た
「
防
災
情
報
通

信
設
備
整
備
事
業
（
１
７
９
３

万
９
千
円
） 

」
他
７
事
業
。

　

右
記
３
件
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

■
鷹
栖
町
企
業
立
地
推
進
条
例

の
全
部
改
正

　

町
内
の
企
業
立
地
を
一
層
推

進
す
る
た
め
の
見
直
し
で
す
。

■
鷹
栖
町
税
条
例
等
の
一
部
改

正■
鷹
栖
町
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
も

の
で
す
。

■
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
購
入

　

【
金
額
】
１
２
３
１
万
２
千
円

■
総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
端

末
購
入

　

【
金
額
】
8
3
０
万
５
２
０
０
円

　

【
右
記
２
件
の
相
手
方
】

　

㈱
北
海
道
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ

 

■
近
文
台
弾
薬
支
処
等
周
辺

改
修
工
事
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供

用
施
設
）（
本
体
・
電
気
設
備
）

請
負
契
約

　

北
野
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
の

改
修
工
事
で
す
。

●
本
体　

畠
山
･
山
元
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

　

【
金
額
】
１
億
２
９
７
万
８
千
円

 

●
電
気
設
備　

西
山
坂
田
・
協

同
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

【
金
額
】
４
７
５
２
万
円

■
中
学
校
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン
の

取
得

　

【
金
額
】
１
５
９
８
万
４
千
円

■
財
産
の
無
償
譲
渡

　

旧
中
央
小
学
校
の
校
舎
及
び

体
育
館
を
鷹
栖
共
生
会
へ
無
償

譲
渡
し
ま
す
。

■
特
別
功
労
者
の
選
考
同
意

　

永
年
、
消
防
団
員
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
た
方
の
特
別
功
労
者

の
選
考
に
同
意
し
ま
し
た
。

佐
竹　

敏
明
さ
ん（
17
線
11
号
）

大
村　

榮　

さ
ん（
21
線
16
号
）

■
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す

る
意
見
書

■
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書

【２】

第２回

定例会
６月12日

　第２回定例会は、６月12日
から２日間の会期をもって開催
しました。
　４名の議員が一般質問を行い、
町長の考えをただしました（３～
６ページ）。
　議事は、報告、条例改正及び
一般会計・介護保険特別会計の
補正予算など、また、２件の意
見書を審議し、原案のとおり可
決し、12日のうちに閉会しま
した。

太
陽
光
発
電
補
助

７
基
分
増
額

国
政
に
物
申
す
！



　

質
問　　

平
成
26
年
４
月
よ

り
、
住
宅
建
築
・
空
き
家
改

修
・
新
規
開
業
支
援
事
業
補

助
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
近
隣
で
も
支
援
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
申
請

基
準
内
容
の
考
え
と
、
多
く

の
人
に
住
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
、Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
る

考
え
は
。

　

市
街
地
の
空
き
店
舗
、
空

き
地
等
が
増
え
る
と
、
人
が

集
ま
ら
な
く
な
り
、
さ
ら
に

衰
退
し
ま
す
、
地
方
ば
か
り

で
は
な
く
、
都
市
部
で
も
大

き
な
問
題
で
あ
り
、
補
助
金

だ
け
で
は
な
く
、
お
客
さ
ん

が
集
ま
る
工
夫
も
大
事
で
、

開
業
を
考
え
て
い
る
人
と
の

要
望
に
一
致
し
な
い
点
も
あ

る
と
思
う
が
、
考
え
は
。

　

答
弁　　

現
在
、
空
き
家
改

修
の
申
請
４
件
、
住
宅
建
築

の
申
請
10
件
で
、
35
名
が
転

入
ま
た
は
転
入
予
定
で
す
。

　

町
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
近
郊

住
宅
メ
ー
カ
ー
の
Ｐ
Ｒ
用
チ

ラ
シ
、
月
刊
誌
で
の
掲
載
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
熱
夏
フ
ェ
ス
タ
等
の
イ

ベ
ン
ト
の
時
に
も
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
申

請
基
準
は
特
に
な
く
、
空
き

家
所
有
者
の
意
向
に
よ
り
登

録
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

５
件
の
登
録
が
あ
り
、
町
内

で
空
き
家
を
探
し
て
い
る
方

に
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
開
業
支
援
事
業
は
、

１
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
す
が
、
本
年
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
り
検
証
を
し
な

が
ら
、
地
元
の
賑
わ
い
づ
く

り
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

質
問　　

求
人
を
し
て
も
、

な
か
な
か
働
き
手
が
見
つ
か

ら
な
い
現
象
が
、
一
昨
年
あ

た
り
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

　

農
業
も
例
外
で
は
な
く
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
農
業
政
策
の

見
直
し
、
資
機
材
や
労
賃
の

上
昇
、
ま
た
消
費
税
の
増
税

で
、
経
営
の
環
境
が
厳
し
く

な
る
中
、
作
業
ス
タ
ッ
フ
の

不
足
が
経
営
を
圧
迫
す
る
事

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
求
人

し
て
も
な
か
な
か
作
業
ス

タ
ッ
フ
が
集
ま
ら
な
い
状
況

で
、
個
々
の
農
家
で
対
応
す

る
に
は
大
き
な
問
題
だ
が
、

考
え
は
。

　

答
弁　　

農
繁
期
に
は
、
人

材
派
遣
会
社
等
を
利
用
し

て
い
る
農
家
も
多
く
、Ｊ
Ａ

で
も
派
遣
会
社
へ
の
取
次
ぎ

を
通
じ
農
作
業
ス
タ
ッ
フ
の

充
足
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

当
麻
町
が
、「
当
麻
町
施

設
園
芸
ヘ
ル
パ
ー
制
度
」
を

創
設
し
、
収
穫
期
に
休
み
の

取
れ
な
い
キ
ュ
ウ
リ
農
家
や

菊
農
家
に
、
月
に
２
日
程
度

休
め
る
よ
う
な
目
的
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

町
も
「
新
規
就
農
者
確
保

対
策
事
業
」
と
も
連
携
し
、

就
農
希
望
者
の
「
農
業
研

修
」
の
観
点
も
含
め
、
農
協

と
も
協
議
し
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【３】

大
石　

隆
議
員

一 般 質 問

改修中の空き家

質 問

答弁

農
作
業
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
向
け
て

「
新
規
就
農
者
確
保
対
策
事
業
」と
も
連
携
し
進
め
た
い

答弁

住
宅
建
築
･
空
き
家
改
修
･
新
規
開
業
支
援
の
更
な
る
制
度
周
知
を

メ
デ
ィ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る（
町
長
）

大石議員は、「一括質疑方式」で質問しています。
　　　　…質疑事項を全て述べて答弁を求める方法。同一の議題について
　　　　　『質疑は３回まで』。時間制限なし。



農家戸数と未婚男性の推移

Ｈ21

Ｈ22

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

農家戸数

391

385

395

375

364

未婚男性数

54

54

55

54

54

　

質
問　　

本
町
の
基
幹
産
業

は
農
業
で
あ
り
、
現
在
の
鷹

栖
町
が
あ
る
の
も
、
多
く
の

先
人
の
英
知
と
努
力
に
よ
っ

て
困
難
を
克
服
し
農
業
を
発

展
さ
せ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

　

第
７
次
鷹
栖
町
総
合
計
画

に
あ
る
農
業
後
継
者
の
配
偶

者
対
策
は
、
今
年
度
も
予
算

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
期
待

す
る
効
果
が
上
が
っ
て
い
な

い
。
重
大
か
つ
デ
リ
ケ
ー
ト

な
問
題
だ
が
、
テ
コ
入
れ
を

図
ら
な
け
れ
ば
、
農
業
の
崩

壊
、
地
域
社
会
の
衰
退
に
つ

な
が
る
が
、
考
え
は
。

　

答
弁　　

農
業
委
員
会
で
は
、

旭
川
市
、
愛
別
町
と
連
携
し

て
パ
ー
ト
ナ
ー
交
流
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
現
在
ま
で

３
組
が
結
婚
、
１
名
は
交
際

中
で
す
。

　

両
Ｊ
Ａ
で
も
趣
向
を
凝
ら

し
た
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

鷹
栖
町
地
域
農
業
推
進
会
議

に
よ
る
交
流
事
業
で
１
組
が

結
婚
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
大
半
の
独
身

者
が
「
支
援
の
必
要
な
し
」

と
消
極
的
な
結
果
が
出
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
の
気

持
ち
の
持
ち
方
に
よ
っ
て
、

色
々
な
婚
活
活
動
も
変
わ
る

の
で
は
、
と
考
え
ま
す
。

　

質
問　　

25
年
に
２
名
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
直
近
５
年
間
の

農
家
戸
数
と
未
婚
男
性
の
推

移
を
見
る
と
、
事
業
そ
の
も

の
が
大
き
く
動
き
、
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
今
後
の
考
え
は
。

　

答
弁　　

農
業
委
員
会
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
見

通
し
は
答
弁
で
き
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一

つ
結
果
を
見
て
、
反
省
点
も

踏
ま
え
、
成
果
が
上
が
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

質
問　　

オ
ー
ル
鷹
栖
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
展
開

を
町
と
し
て
、
系
統
的
に
行

え
な
い
の
か
。

　

答
弁　　

オ
ー
ル
鷹
栖
で
取

り
組
む
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。

独
身
農
業
者
の
方
々
の
意
向

を
伺
い
な
が
ら
、
事
業
の
展

開
を
図
り
ま
す
。

　

質
問　　

実
態
調
査
や
問
題

点
な
ど
、
本
質
を
追
及
し
て
、

ど
ん
な
対
策
が
必
要
な
の
か
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
も
う
少

し
根
本
的
に
見
直
し
て
は
。

　

答
弁　　

各
関
係
機
関
が
集

ま
り
、
こ
れ
か
ら
意
向
調
査

を
し
て
、
見
直
し
の
場
を
設

け
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

【４】

質 問

答弁

農
業
後
継
者
の
配
偶
者
対
策
に
テ
コ
入
れ
を

関
係
機
関
が
集
ま
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
む（
町
長
）

中
村　

公
憲
議
員

一 般 質 問

異業種交流事業

中村議員は、「一問一答方式」で質問しています。
　　　…質疑事項を一つずつ取り上げ質疑、答弁を繰り返す方法。
　　　　複数の質疑事項があっても『持ち時間45分間』の時間制限あり。



　

質
問　　

現
行
の
新
規
就
農

者
確
保
対
策
で
将
来
の
農
業

人
口
は
十
分
な
の
か
。

　

耕
作
面
積
を
維
持
す
る
た

め
に
、
希
望
者
を
募
り
、
経

営
の
移
譲
、
継
承
を
推
進
す

る
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
ま
ま
で
は
農
業
が

危
な
い
と
の
認
識
が
あ
る
か

ら
、
農
水
省
も
経
営
継
承
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
町
に
も
、
全
く
他
人
で

も
い
い
か
ら
自
分
の
農
業
を

継
承
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て

い
る
人
が
い
る
。

　

米
作
中
心
の
農
村
と
し
て
、

課
題
で
あ
る
準
備
資
金
を
何

と
か
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
方
法
を

考
え
る
の
も
行
政
の
知
恵
で

は
な
い
か
。

条
件
が
似
た
り
寄
っ
た
り
な

ら
ば
、
他
町
村
を
制
し
て
勝

つ
に
は
、
行
政
の
情
熱
に
尽

き
る
。

　

受
け
入
れ
を
熱
望
す
る
農

家
と
継
承
希
望
者
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
、
ぜ
ひ
成
立
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　

答
弁　　

平
成
７
年
か
ら
の

新
規
就
農
者
確
保
対
策
事
業

は
、
現
在
ま
で
に
76
名
が
対

象
と
な
っ
て
い
て
、
担
い
手

の
人
数
と
し
て
は
決
し
て
少

な
く
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
る
新
規
就

農
者
は
４
名
で
、
施
設
野
菜

主
体
の
経
営
で
す
。

　

水
稲
で
の
新
規
就
農
は
、

多
額
の
設
備
投
資
も
要
す
る

の
で
、
あ
る
程
度
の
自
己
資

金
と
強
い
意
欲
が
な
け
れ
ば

厳
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

農
業
経
営
継
承
事
業
で
は
、

移
譲
希
望
者
と
継
承
希
望
者

の
顔
つ
な
ぎ
ま
で
は
行
政
の

役
割
で
す
が
、
そ
の
後
は
当

事
者
同
士
で
進
め
る
の
が
望

ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
新
規
就
農
者
確
保

対
策
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

質
問　　

町
内
の
農
家
後
継

者
に
は
、
い
ま
だ
未
婚
の
人

が
少
な
く
な
い
。

　

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
け
で

な
く
、
世
話
好
き
の
お
ば
さ

ん
お
じ
さ
ん
を
募
集
し
て
、

個
々
人
別
に
き
め
細
か
く
対

応
す
る
、
プ
ロ
の
結
婚
紹
介

業
者
の
知
恵
を
借
り
る
、
結

婚
が
成
立
し
た
場
合
に
は
報

償
金
を
出
す
、
な
ど
様
々
な

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
歩
踏
み
込
ん
だ
、
よ
り

強
力
な
取
り
組
み
が
そ
ろ
そ

ろ
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　　

先
の
中
村
議
員
へ

の
答
弁
の
と
お
り
独
身
農
業

者
の
意
向
を
確
認
し
、
こ
れ

か
ら
の
事
業
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
個
々
の
考
え
方
、
価

値
観
が
あ
り
、
そ
こ
ま
で
行

政
が
踏
み
込
む
べ
き
こ
と
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。

【５】

答弁

農
業
の
経
営
継
承
と
配
偶
者
対
策
の
考
え
は

事
業
等
を
活
用
し
、担
い
手
確
保
に
努
め
た
い（
町
長
）

片
山　

兵
衛
議
員

一 般 質 問

経営継承事業パンフレット

質 問

片山議員は、「一括質疑方式」で質問しています。
　　　…質疑事項を全て述べて答弁を求める方法。同一の議題について
　　　　『質疑は３回まで』。時間制限なし。



　

質
問　　

農
地
中
間
管
理
機

構
が
創
設
さ
れ
、
農
地
集
積

と
生
産
性
向
上
等
の
事
業
が

始
ま
る
。

　

事
業
内
容
で
「
貸
し
付
け

で
き
る
可
能
性
が
困
難
な
農

地
は
借
り
受
け
し
な
い
、
ま

た
、
借
り
受
け
後
２
年
の
内

に
貸
付
先
が
な
い
農
地
は
契

約
を
解
除
す
る
」
と
あ
る
が
、

借
り
受
け
し
な
い
農
地
が
発

生
し
た
と
き
の
相
談
窓
口
や

施
策
が
必
要
で
は
。

　

答
弁　　

相
談
窓
口
は
町
や

農
業
委
員
会
、
農
用
地
利
用

調
整
協
議
会
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
条
件
不
利
地

で
の
作
付
け
の
推
奨
や
ゾ
ー

ニ
ン
グ
等
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

質
問　　

業
務
の
範
囲
は
。

　

ま
た
、
現
場
の
考
え
を
反

映
さ
せ
る
よ
う
国
や
機
構
に

要
望
す
る
考
え
は
。

　

答
弁　　

相
談
等
の
窓
口
業

務
や
農
地
の
利
用
調
整
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
情
報
提

供
、
賃
貸
料
情
報
の
提
供
、

農
用
地
利
用
配
分
計
画
案
作

成
等
の
８
業
務
で
す
。

　

機
会
を
通
じ
て
地
元
の
考

え
を
反
映
で
き
る
よ
う
に
要

望
し
ま
す
。

　

質
問　　

業
務
内
容
の
大
半

は
行
政
よ
り
も
農
用
地
利
用

調
整
協
議
会
や
農
業
委
員
会

な
ど
の
業
務
と
密
接
に
関
係

す
る
が
、
連
携
は
と
れ
て
い

る
の
か
。

　

答
弁　　

調
整
は
こ
れ
か
ら

行
う
予
定
で
す
。

　

質
問　　

借
り
受
け
し
や
す

い
条
件
に
な
る
よ
う
補
助
事

業
等
で
整
備
す
る
考
え
は
。

　

答
弁　　

軽
微
な
整
備
に
つ

い
て
は
機
構
の
活
用
を
最
優

先
に
検
討
し
て
い
く
。

補
助
金
は
費
用
対
効
果
も
含

め
、
農
業
者
と
十
分
話
し
合

い
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

質
問　　

こ
の
事
業
は
農
業

者
の
将
来
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
が
行
政
の
考
え
は
。

　

答
弁　　

農
地
を
将
来
的
に

ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く

の
か
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
方
々
や
農
業
者
が
主

体
と
な
っ
て
合
意
形
成
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　

質
問　　

条
件
不
利
地
で
の

産
業
用
大
麻
栽
培
の
考
え
は
。

　

答
弁　　

近
郊
８
町
の
「
道

北
地
域
産
業
用
大
麻
連
絡
協

議
会
」
に
参
加
し
、
今
年
か

ら
東
川
町
で
研
究
試
験
栽
培

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

大
麻
の
用
途
は
衣
食
住
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま
で
多
様
で

す
。
協
議
会
を
通
じ
情
報
収

集
に
努
め
、
調
査
研
究
を
進

め
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

質
問　　

行
政
が
率
先
し
て

情
報
収
集
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
を
関
係
者
と
研

究
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
。

　

答
弁　　

農
地
を
守
る
こ
と

は
大
切
で
す
。
条
件
不
利
地

の
将
来
を
見
据
え
て
、
関
係

者
・
団
体
と
も
十
分
連
携
を

取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

【６】

質 問

答弁

国
の
農
業
施
策（
農
地
中
間
管
理
機
構
）に
対
す
る
取
り
組
み
は

関
係
機
関
･
地
域
農
業
者
と
連
携
し
取
り
組
む（
町
長
）

答弁

耕
作
不
利
地
で
の
産
業
用
大
麻
の
栽
培
は

情
報
収
集
に
努
め
て
調
査
・
研
究
を
進
め
る（
町
長
）

青
野　

敏
議
員

一 般 質 問

国営緊急農地再編整備事業(北野地区)

青野議員は、「一問一答方式」で質問しています。
　　　…質疑事項を一つずつ取り上げ質疑、答弁を繰り返す方法。
　　　　複数の質疑事項があっても『持ち時間45分間』の時間制限あり。



７/４　全道町村議会議員研修会

７/10 経済福祉･総務文教常任委員会
 合同町内所管事務調査

第４回臨時会
５月29日に開催された臨時会において、報告、専決処分の
承認、規約の変更、条例の改正、一般会計・国保会計補正
予算、２件の契約について審議し、原案のとおり可決しました。

【７】

第５回臨時会
７月16日に開催された臨時会において、補正予算と２件の
契約について審議し、全会一致で原案の通り可決しました。

■報告　自動車事故による和解及び損害賠償の決定に係る専決処分
■補正予算【平成26年度一般会計・国民健康保険特別会計】

■規約の変更【北海道議会議員公務災害補償等組合規約、北海道市町村総合事務組合規約】
　　構成団体の加入脱退による文言の整理です。
■条例【鷹栖町国民健康保険税条例の一部改正　（賛成７、反対４で可決）】　　
　　財政状況をかんがみ、一人当たり 約6.5％、世帯当たり 約7.5％値上げします(平成26年度課税分より)。
■契約　
　【静福橋交付金事業修繕工事(補正)請負契約】 金額 １億44万円 相手方 株式会社 山元組
　【小型動力ポンプ付水槽車購入契約】 金額 4536万円 相手方 株式会社 北海道モリタ

議会のうごき 2014.5.1 ～ 7.31

５月
 15日 議員協議会 (国保税率等の改正について)
 22日 総務文教･経済福祉常任委員会 (第４回臨時会について)
 27日 全国町村議会議長・副議長研修会 (～28日　東京都)
 29日 第４回議会臨時会
 30日 上川中央部市・町議会議長会定例会議
６月
 ２日 経済福祉常任委員会 （第２回定例会について)
 ３日 総務文教常任委員会 （第２回定例会について)
 ４日 議会運営委員会 (第２回定例会の案件や意見書について　　　　　　　　
  協議し、会期などを決定)
 ５日 北海道町村議会議長会定期総会 (札幌市)
 10日 上川地方開発期成会定期総会   (旭川市)
 12日 第２回議会定例会・議会報特別委員会
 13日 議員協議会      (パレットヒルズ実施計画案についてほか)
 27日 議会報特別委員会
７月
 ４日 全道町村議会議員研修会 (札幌市)
 ９日 議会報特別委員会
 10日 総務文教常任委員会  (第５回臨時会について)
  経済福祉常任委員会・総務文教常任委員会
  合同町内所管事務調査
 14日 横須賀市議会議員行政視察来町
 16日 第５回議会臨時会・議員協議会 （鷹栖高校存続について）
　　　議会報特別委員会

●消費税の引き上げに際

し、低所得者、子育て

世代にそれぞれ１万円

の手当が支給されます。

一　般

民生費

国　保

3300万円

3300万円

△640万円

補　正　額

48億3202万円

臨時福祉給付金・子育て世代臨時特例給付金

執行見込残

補正前の額

48億6502万円

補正後の額

■補正予算【平成26年度一般会計】

■契約　
　【比翼橋ほか交付金事業橋梁修繕工事請負契約】 金額 7927万2000円 相手方 株式会社 山元組
　【小型動力ポンプ付水槽車購入契約】 金額 6858万円 相手方 畠山建設株式会社

一　般

議会費

総務費

111万1000円

10万8000円

100万3000円

補　正　額

50億901万1000円

議会報発行事業

公有自動車更新事業(公用軽トラック購入費等)

補正前の額

50億1012万2000円

補正後の額

警察団地跡地警察団地跡地

視察場所(行程順) -トロ箱栽培、養液栽培、警察団地
跡地、北野小学校、国営緊急農地再編整備事業、
山恵、鹿捕獲用囲い罠、北成写真交流館、雨水排水
整備事業、鷹栖地区住民センター図書室、消防署

　廣瀬克哉氏「議会改革のこれから」…栗山町の議
会基本条例を紹介。「討論を通じて論点や争点を発
見し、それを住民に伝えていく（公開する）ことは、討論
の広場である議会の第一の使命である」としている。
　橋本五郎氏「これからの日本の政治」…自身の母
の教え「何事も全力で」「嫌いな人は自分より優れた
点を探す」「常に謙虚で」が、政治の世界にも通じて
いると説いていた。

【札幌コンベンションセンター】



【８】

■　わたしの一言　■

　鷹栖町に生まれて30年になります。とても住みやすくいい町だと思います。
　ただ１つ不満なのが、市街地と農村部のインターネットの格差です。
　今年鷹栖町全域に無線によるインターネットのサービスが始まりましたが、
やはり通信速度は遅く、同じネットワーク上の端末同士の通信ができないな
どのストレスの溜まるものです。
　実際地区別の説明会で説明されたことが実現されていないことにびっくり
しました。
　近年のネット事情では下り速度だけではなく、上りの速度を必要とすること
が多く、上り1.5Mの速度ではできないことが多いです。
　私の家庭では昨年、息子が生まれました。
　農村部では同年代の子どもが少なく、将来的には子どもたちの大切なコ
ミュニケーションツールの１つになると思っています。
　今後少しずつでも改善してもらえれば嬉しいです。

「インターネット」

　こんにちは。鷹栖に定住して５年目が過ぎました。定住をし、まず最初に
驚いたのは、小さな子どもから大人の方々がすれ違うたびに「こんにちは」
という言葉が交わされることでした。主人の転勤で色んな町に行きましたが、
ご近所の挨拶程度で、町全体があいさつで溢れていることに驚きました。単
純な私はすぐにこの鷹栖町北野が気に入り、何かほっとした安心感を感じた
ことを覚えています。
　来てすぐに町内会の班長を１年やり、年間の行事にも参加し、町にも少しず
つなれた頃、町内会役員「ミスターＳ氏」からの役員加入の勧めもあり、主人
の理解を得て現在、微力ながら町内会役員として日々奮闘している最中です。
　テレビのニュース等で町内会も高齢化が進み子どもの住む町へ高齢者住宅
の入居と人が減っているなと感じます。とは言っても、まだまだ元気なお年
寄りも多く、毎日４～６kmのお散歩やパークゴルフ、町内交流行事等それ
ぞれが毎日を楽しく充実されているようです。子どもたちの未来のためにも、
このまま町全体が交流のある「お互い様」のつながりで続くことを切に願う
ばかりです。

「鷹栖に来て想うこと」

松原　航 さん
（36区町内会）

根本美由紀 さん
（北野東町内会）

一般質問の方法は、「一括質疑方
式」と「○○○○方式」。

平成26年度課税分より、国民健康
保険税は１人当たり約○.○％値上
がりしました。

第２回定例会で議会が出したのは
「○○○導入に断固反対する意見
書」。

《応募方法》
クイズの答え・住所･氏名･年齢をお書きのうえ、
郵送、FAX、Eメールでご応募ください。
孔雀草を読んだ感想や、議会へのご意見等も
お書き添えいただければ幸いです。
全問正解者の中から抽選で３名の方に図書
カード1,000円分をお送りします。(当選者の発
表は発送をもって代えさせていただきます。)
前回は６名の方にご応募いただきました。あり
がとうございました。
《あて先》
　〒071-1292
　鷹栖町南１条３丁目　議会事務局 宛
　FAX 0166-87-2196　
　E-mail gikai@town.takasu.hokkaido.jp
《しめきり》
　平成26年８月31日 消印有効

【個人情報の取り扱いについて】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご記入いただきました個人情報は、賞品発送とそれにかかる業務のみに利用します。

くじゃくそ うくじゃくそ う ク イズク イズ

○に当てはまる言葉を入れてください。
次の問題に答えよう

ヒント
この議会だより「孔雀草」の中に答えがありますので、よく読んでみてください。

１．問

２．問

３．問


	155
	155-02
	155-03
	155-04
	155-05
	155-06
	155-07
	155-08

